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平成 27 年 10 月 28 日 

各      位 

 

  株式会社 中 電 工 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、平成 27 年 7 月 29 日に公表しました業績予想を、下記のとおり修正

いたしましたのでお知らせします。 

 

記 
 
●業績予想の修正について 

１．連結業績 

平成 28 年 3 月期第 2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 27 年 4月 1 日～平成 27 年 9月 30 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 64,000 2,900 5,700 4,200 71.25 

今回修正予想（Ｂ） 61,630 4,000 6,790 5,590 95.02 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △2,370 1,100 1,090 1,390  

増 減 率（％） △3.7 37.9 19.1 33.1  

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（平成 27年 3月期第 2四半期） 
60,950 3,055 6,701 4,929 83.81 

 

平成 28 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 27 年 4月 1日～平成 28 年 3月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
す る 当 期 純 利 益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 142,000 7,700 11,600 7,800 132.31 

今回修正予想（Ｂ） 144,000 9,300 13,300 9,600 164.77 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 2,000 1,600 1,700 1,800  

増 減 率（％） 1.4 20.8 14.7 23.1  

（ご参考）前期実績 

（平成 27 年 3月期） 
145,547 9,430 16,130 10,492 178.29 
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２．個別業績 

平成 28 年 3 月期第 2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 27 年 4月 1 日～平成 27 年 9月 30 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 58,000 2,600 5,400 4,100 69.55 

今回修正予想（Ｂ） 56,490 3,710 6,540 5,530 94.00 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,510 1,110 1,140 1,430  

増 減 率（％） △2.6 42.7 21.1 34.9  

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（平成 27年 3月期第 2四半期） 
56,201 2,672 6,344 4,855 82.56 

 

平成 28 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 27 年 4月 1日～平成 28 年 3月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 129,000 7,000 10,900 7,400 125.53 

今回修正予想（Ｂ） 131,000 8,500 12,500 9,300 159.62 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 2,000 1,500 1,600 1,900  

増 減 率（％） 1.6 21.4 14.7 25.7  

（ご参考）前期実績 

（平成 27 年 3月期） 
133,944 8,213 14,919 10,054 170.84 

 

３．修正の理由 

（１）第 2 四半期累計期間の連結業績予想および個別業績予想の修正理由  

売上高につきましては、一部大型工事の進捗の遅れなどにより、前回発表値を下回る見込

みであります。 

利益面につきましては、工事採算性の向上に向けた原価低減の徹底などにより前回発表値

を上回る見込みであります。 

（２）通期の連結業績予想および個別業績予想の修正理由 

売上高につきましては、リニューアル工事などの増加を見込んだことにより、前回発表値

を上回る見込みであります。 

利益面につきましては、売上高の増加に加え、工事採算性の向上に向けた原価低減の徹底な

どにより、前回発表値を上回る見込みであります。 

 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

様々な要因により実際の業績は異なる結果となることがあります。 

 

 

以  上 


